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venir de + inf.の発展過程について
-16世紀および17世紀のテクストの調査結果をめぐって*lー

生 田夏樹

o.はじめに
フランス語の venirde + infは，最初は今日におけるように「近い過去Jに関わる

表現ではなかった。 VETTERS (1989)によれば，古フランス語には近接過去は存在せず，

中世においては venirde +仇1.は専ら materielな意味で用いられていた。 1)ここで，

venir de + infのmaterielな意味とは， iinfinitifで表される行為を主体が完了した場

所を運動の出発点とするjということで，例えば，

(1) Je viens de dejeuner. 

という文を materielな意味で解釈すると， I私は昼食をとった場所から帰って来た」と

いう具合に，動詞 venirが持っさまざまな意味のうちで特に「帰って来る」という移動

動詞としての意味が前面に出てくることになる。これに対して，いわゆる「近接過去J

の意味は periphrastiqueな意味と呼ばれる。 FLYDAL (1943)によると， I periphrastique 

な意味は15世紀に発生するが，venir de + infが今日のように periphrastiqueな意味

でのみ用いられるようになるのは17世紀以降のことで， 16世紀までは materielな用法と

periphrastiqueな用法とが混在していた」という。 2)しかしながら， periphrastiqueな

用法がmaterielな用法に対して優位を占めるようになったのは17世紀に入ってからなの

か，それ以前なのかという点に関してはこれまでのところ必ずしも明瞭になっていない。

実際，ここに引用した FLYDALのコメントは GOUGENHEIM (1929)における論述を簡潔明

瞭に整理したものと位置づけられ， VETTERSもmaterielな用法と periphrastiqueな用

法に言及する際 FLYDALの記述をほぼそのままの形で引用しているに過ぎない。つまり，

この問題に関する限り VETTERSの記述も GOUGENHEIMの論考をそのまま踏襲しているこ

とになる。こうしたことから見て， periphrastiqueな用法が支配的になる時期をめぐる

問題に関しては GOUGENHEIMの論考以後 VETTERSの論考に至るまで，相当量のコーパス

を対象にしてより詳細な調査が行われた形跡はない。この問題を解明することにより，

いつ頃 venirde + infが所謂「近接過去」として定着したかがより明確になる筈であ
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る。

一方，我々は先に現代フランス語では venirde + infが単に近い過去を表すだけで

なく，状況により「正当化するJ，I関心を引く J，I想起を促す」などの具体的意味効果

を帯び得ることを示した。 3)こつした用法は， infinitifで表される行為の完了に関わる以

上，当然 venirde十 infがperiphrastiqueな意味で用いられるようになってからのも

のであり，当初から存在したわけではない。そこで， I近接過去Jからのこのようないわ

ば派生的用法がいつ頃から見られるようになるかという点も興味深い問題である。

本稿では，

venir de + infが，現代フランス語におけるように「近い過去」に関係する表現と

して定着したのはいつ頃の時期か，

「近接過去」からの派生的用法はどの時代に遡るか，

という二つの問題提起を踏まえて， 16世紀および:'17世紀のテクストを資料体として調査

分析した結果について考察する。可能な限り多くのテクストを効率的に調査して venzr

de + infの用例を検索するために，今回は BNで提供しているサイトを中心にインター

ネットで入手できる電子テクストイじされた文学作品を参照することとした。 4)

1 .調査データを整理した結果

次に， 16世紀および17世紀のテクストから検出きれた venirde + infの出現件数に

関するデータを整理した結果について説明する。

グラフ 1 (本稿末尾付録)は，参照した資料体のうち，複数の作品からなるものにつ

いては可能な限り作品ごとに分けるようにして，それぞれの作品における venirde十

infの出現件数を集計し，横軸に件数，そして縦軸には年代を上に向かうほど現代に近

くなるようにとって棒グラフ化したものである。このグラフから，時代が現代に近づく

につれて出現件数の多い作品が登場し易くなっていく傾向が読み取れる。特に16世紀で、

は，前期に比べて後期において M.de MONTAIGNEの Essaisのように出現件数の飛びぬ

けて多い作品が現れ，さらに17世紀になると，この世紀全体を通じて， P. CORNEILLEの

Melite， Clitandre， Polyeucte， M OLIEREのLeTartufJ乞DomGarcie de Navarre，などと

いった戯曲のみならず， La Fayette夫人による LaPrincesse de Cleves， Zaideのよう

な小説をはじめとする散文テクストに出現件数の多いものが目立ってくる。

ただ，時代が現代に近くなるにつれて出現件数の多い作品が登場し易くなっていると

いうだけでは，この動詞句の使用頻度が増加傾向にあるとまでは言い切れない。一口に

出現件数といってもそれぞれのテクストのヴォリュームの違いを無視することは出来な

いからである。つまり，テクストのヴむォリュームが大きければそれ相応に出現件数も大
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きくなる可能性が考えられる。そこで，資料体ごとに venirde十 infが出現する度合

いを相対的に比較するために，各資料体における出現件数を資料体の総語数で割った値

に1000を掛けて算出したものを仮に頻度指数と呼ぶことにして，横軸に頻度指数，縦軸

には年代を土に向かうほど現代に近くなるようにとって棒グラフ化するとグラフ 2 (本

稿末尾付録)のようになる。これで見ると， 16世紀に関しては Essaisに加えて Cleoρatre

captivιBradamαnte， Les Juivesといった戯曲の頻度指数がその他の資料体に比べて著

しく大きくなっている。そして17世紀では16世紀に比較して全般的に頻度指数が一際高

くなる傾向が認められる。実際，それぞれの世紀における頻度指数の平均値で比較すれ

ば， 16世紀の平均値が0.053なのに対して17世紀の平均値がその 6倍以上もの0.349とな

ることも，その傾向を裏づけている。従って，venir de + infは，この表現がmateriel

な意味を失った17世紀にいたって，使用される機会が一段と増した，と見ることができる。

2.派生的用法

そこで，venir de + infに関して現代フランス語において観察きれるような派生的

用法が17世紀のテクストに見られるか， という問題に対する解答の提示に移りたい。 17

世紀に入って venirde十 infが専ら periphrastiqueな意味で用いられるようになった

だけでなしその使用頻度も増すことになったのだとすれば，何らかの派生的用法が生

じて来たとしても不思議で、はない。今回17世紀の文学作品を調査したところでは， I正当

化するJ，I関心を引く J，I想起を促す」といった「近接過去」からの派生的用法と見な

せる事例がいくつか観察されたが，紙数の関係上，こうした事例の詳細については『岡

山大学大学院文化科学研究科紀要』第15号に掲載予定の拙論に譲るとして，ここでは派

生的用法の事例を含む作品としては，今回調査した中で17世紀の最も早い時期に属する

次の例だけを示すことにする。

(2) Nモtaitce qui te presse， /Ta flamme un peu plus loin eut porte la tendres-

se， /Et je t'aurais fait voir quelques vers de Tircis /Pour le charmant objet 

de ses nouveaux soucis. /Je viens de les suJ]ρrendre， et j'y pourrais encore / 

J oindre quelques billets de l' objet qu'il adore […] (P. CORNEILLE， Melite) 

これは P.CORNEILLEの1629年に発表された戯曲 Meliteの一節で， Chlorisがその恋人

Philandreに話しかけているところである。 Chlorisが「貴方に Tircisの詩を見せて上

げられたのにjと言うことができるのは，その詩を密かに見つけたということが根拠に

なっている。従って，この例における動詞句 viensde les surprendreは， Tircisが書
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いた詩を見つけたという単に近い過去の行為を表すにとどまらず，直前に言ったことを

正当化する意味効果を帯びて用いられている。

このように「近接過去表現」からの派生的用法として，P. CORNEILLEの初期の作品(Melite

や L'lllusion comiqueなど)には既に「正当化する」といっ付随的意味効果を帯びたケ

ースが見られ，また同じ作者による戯曲 Polyeucteには話者が聞き手に対して「想起を

促すjケースが出現する。さらに， MOLIEREの1660年代の喜劇 LesFacheuxには発話の

冒頭で相手の「関心を引く」意味効果を帯びたケースが認められる。

17世紀のテクストに「近接過去」から派生した用法が見られるのであれば，こうした

用法はさらに時代を遡ることができるか， という点が問題になるが，今回， 16世紀の主

fごった文学作品を調査した限りでは，そのょっな派生的用法は全く検出きれなかった。

ことによると， 16世紀の段階ではまだ venirde +仇メは派生的用法を生み出すほどに

は表現として成熟していなかったのかも知れない

3. r近接過去表現Jとしての venirde + inf.の定着時期
次に，venir de + infのperiphrastiqueな用法がmaterie1な用法に対して，いつ頃

から優位を占めるようになったか， という点について考えてみたい。本稿末尾に掲げた

16世紀の文学作品全て(総語数約1，045，000語)について，動詞句 venirde + infを検

索した結果，合計70件検出された。 periphrastiqueな用法がいつ頃から支配的になるか，

という点を明らかにするには，これら70件の venirde + infの各々について materie1

な用法と periphrastiqueな用法のうちの何れであるかを判定しなければならない。とこ

ろで，この動詞句が materie1な意味で用いられるのは，主体が infinitifの表す行為を

完了した場所を起点とする移動を行ったという事実が殊更重要な意味を持つ場合のみで、

ある。しかも，これは，次の例におけるように venirde +仇メという表現がD'ouviens-

tu ? のような場所の移動に関わる質問に対する返答の述部となりうる場合である。

(3) Fierabras. D'ou viens-tu， Perrine ? -Perrine. Je vien de rendre 1e 1evain que 

1a servante de 1eans m'avoit prestε. 

(Larivey， Les Jalou:>.らIII，6 ; Ancien Theatre francois， t. VI， p. 56) 5) 

従って，移動自体が問題になっていない限り，言い換えれば，文脈上infinitifで表され

る行為の実現そのものが問題とされている限り，動詞句 venirde + infはperiphrastique

な意味で用いられていると見なして差し支えない。これをもって我々は， materie1な用

法か periphrastiqueな用法かを判定する基準にすることができる。ここでは紙数の都合
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上，その一例のみを示そう。

(4) Je viens de voir chez moy un petit homme natif de Nantes， ne sans bras， qui 

a si bien faconne ses pieds， au service que luy devoient les mains， qu'ils en 

ont a la verite a demy oublie leur office naturel. Au demourant il les 

nomme ses mains， il trenche， il charge un pistolet et le lasche， il enfille son 

egui1le， il coud， il escrit， il tire le bonnet， il se peigne， il joue aux cartes et 

aux dez， et les remue avec autant de dexterite que scauroit faire quelqu' 

autre […] (M. de MONTAIGNE， Essais， Livre 1， (A)) 

この例において，第一の文の述部 viensde voirによって表されているのは，主体す

なわち筆者が件の小男に会った場所からの移動ではあり得ない，何故なら，この文に続

く部分を読めば分るように，ここで筆者の意図するところは彼が自宅で、出会ったある障

害者について語ることにあるからである。つまり，この例における venirde + inメで

は最近その障害者に会ったことそれ自体が伝えるべき重要な情報になっており，periphrasti-

queな用法ということになる O

調査した16世紀のテクストより検出された70件の venirde十 inf各々について，こ

の例に対して行ったのと同様の仕方で，先に述べた判定基準を適用して検討した結果，

I件のみ materielな意味と periphrastiqueな意味の何れにも解釈可能なものがあった

が，それ以外は全て periphrastiqueな用法になっていることが確かめられた。しかも，

これら70件の venirde + inf.は16世紀の中期ないしは後期の作品に出現したものであ

った。このことから， 17世紀の到来を待たずに16世紀中頃には既に periphrastiqueな用

法がmaterielな用法に対して優位を占めるよつになっていたらしいことが分る。従って，

今後15世紀から16世紀前期にかけてのテクストについてコーパスの量を多くして調査し

た際，定着の時期がきらに遡る可能性も排除できないが，今回の我々の調査結果から判

断する限り，所謂「近接過去表現jとしての venirde + infは16世紀半ば，あるいは

遅くとも， M. de MONTAIGNEの EssαlSが刊行された16世紀後期にはほぼ定着していた

ものと考えられる。

4. venir de + inf.の出現類度とテクス卜の性格
我々の今回の調査は16世紀前期の文学作品をもカヴァーしているが，この時期に属す

るテクストからは venirde十 infの出現が極端に少なかった。ここで注目をヲ|くのは，

我々が調査したこの時期の文学作品に F.RABELAISによる一連の r7ゲルカ、、ンチュアとパ



6 

ンタグリュエル物語jGargantua et Pantagruelが含まれていることである。つまり，

これほどの長編に venirde + infが全く出現しなかったことをどのように捉えるべき

であろうか。この点に関しては仮説として二つの可能性が考えられる。すなわち，第一

の仮説は， I元々 materielな用法自体がかなり限られた状況でのみ用いられていたのに

加えて， periphrastiqueな用法も発生して間もなく，まだそれほど一般的になっておら

ず，それに引き替えて他の何らかの競合する表現の方が支配的であったため， 16世紀前

期まではテクストの性格の如何にかかわらず venirde十仇メという形が使用されるこ

との極めて稀な表現であった(? ) Jというものであり，また，第二の仮説は， I periphrastique 

な用法は16世紀前期の時点でも既にある程度浸透していたが， F. RABELAISのテクストの

性格にこの表現が馴染まなかった(?) Jというものである。現時点では，これらの仮説

のうち何れが妥当であるかを断定できるだけの充分なデータがない。

第一の仮説について検証するには， 15世紀から16世紀前期にかけての venirde + inf 

の使用頻度に関するより詳細なデータを得るために，今回検索の対象を電子テクストイじ

され，入手も容易な文学作品に限った関係上参照できなかったテクストにまで調査範囲

を広げて， Frantextなどの利用も視野に入れる必要がある。

これに対して，第二の仮説は，

venir de + inf.の出現頻度とテクストの性格との聞に何らかの相闘が認められる

か。もし相関関係があるとするならば，それをどのような形で特徴づけ，具体的に

定式化できるか。

という新たな問題提起と関わりを持つ。

頻度指数の推移を示すグラフ 2を見れば分るように， 17世紀だけで比べても， LaFayette 

夫人の小説集で頻度指数0.788，これに対して LaFontaineの寓話詩集 Fableschoisies 

ではその17分の l以下の0.045というょっにかなりの聞きがある。前者は散文テクストか

ら成り，後者は韻文の形式をとっている。確かに， 16世紀半ば以降に位置づけられる Du

Bellayや Ronsardの詩集の場合を見ても明らかなように，概して散文に比べると詩で

は頻度指数が非常に小きくなるようである。しかし，同じ韻文でも P.CORNEILLEに代表

きれるような戯曲になると，詩の場合とは対照的に頻度指数が著しく大きくなる傾向が

ある。しかも散文テクストの問でも頻度指数の多寡が認められる。こうしたことを考え

合わせると，venir de + infの出現頻度のバラツキを単に散文か韻文かの相違では説

明することができない。

一方，現代フランス語で書かれた小説のうち，比較的 venirde十 infが出現し易い
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冒険小説やスパイ小説といった通俗的なものを読みながらこれまで観察してきたところ

では，venir de + infが頻用きれるテクストには次のょっな傾向が見られる。すなわ

ち，物語全体を通して，比較的短い時間の流れの中で状況が速いテンポで進展し，新た

な出来事が次々に発生したり，随所に場面の急激な変化が生じる， という傾向である。

このようなことから，venir de + infの出現頻度はテクストの性格と無関係ではない

ことが推測される。特に， 16世紀と17世紀との間で頻度指数に大きな差異が見られるこ

とは， 16世紀までにはなかった性格のテクストが17世紀になって出現した可能性を反映

しているかも知れない。従って，先に掲げた第二の仮説は，この相関性がより精密な形

で定式化できたところで，再度検討するのが適当と思われる。

5.まとめ

16世紀および17世紀の主だった文学作品を調査したところでは，venir de + infは

遅くとも16世紀後半にはすでに「近接過去」に関わる表現として定着していたと考えら

れる。そして，venir de + inf.は17世紀の中頃には既に「近接過去」からの派生的用

法として， I正当化するJ，I想起を促すJ，I関心を引く」といった付随的意味効果を帯ぴ

て用いられるようになっていた。

しかし派生的用法の全てが17世紀の時点で出尽くしたわけではない。実際，現代フラ

ンス語では， I突発的な出来事の直接的原因を示すJ，あるいは「登場人物の五感で知覚

されたことを説明する」という派生的用法も観察される。 6)こうしたタイプの派生的用法

がどの時代に現れて来るかを明らかにするために，今後は18世紀さらには19世紀につい

ても同様の調査を行うことが必要になる。

また，venir de +仇1.の出現頻度とテクストの性格との聞の相関性を定式化するに

は，テクストの特徴を反映するょっな何らかのパラメータを設定した上で多変量解析な

どのデータ解析を試みることも今後の課題として残きれている。

[注]

*)本稿は2002年度日本フランス語フランス文学会中国・四国支部大会での口頭発表を

基にしたものである。発表の際に有益な御意見，御指摘をいただいた方々に心から

御礼を申し上げる。

1) VETTERS， C. (1989) : Grammaticalite au passe recent， Linguisticae Investigationes， 

tome 13， fasc. 2， p. 370. 

2) FLYDAL， L. (1943) : 'Aller' et 'venir de' suivis de l'infinitぴcommeex:ρr白sionsde 

rapports temjうorels，Oslo : Dybwad.， p. 100. 
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3 )生田夏樹 (2001) I venir de + infinitifの用法をめぐる一考察J，rフランス文学J
第23号， pp. 5-7. LEBAUD (1992)はこの動詞句を「発話中に明示された事柄を正当

化する」という機能のみによって特徴づけようとしている。しかし，実際の用例を

検討してみると，この動詞句が単なる事行の近い過去への位置づけでも正当化でも

ない意味効果を帯びて用いられるケースがあることを我々は指摘した。

4 )利用したサイトの URLと参照した作品(もしくは全集)のリストについては本稿

末尾参照。

5 )この例は GOUGENHEIM(1929， p. 123)にも materielな用法の例として引用されてい

る。

6 )これについての詳細は， 2002年刊行の『岡山大学文学部ヨーロッパ言語文化研究』

第21号掲載の拙論を参照。
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